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本論文 で は， 正 常お よ び病的 な腰仙部前攣度を計測する た めの 適切な計測法が検討され た． 対象は
16 才か ら 39才く平均年令 24－2 別 の成人 若年者 で あ る
． 対象は， 58例 の 正常健康人 か らな る c o ntr ol群
くC 瓢 ， 60例の 神経根症状の な い 腰痛患者か らな る1u mbago 群くL 瓢 ， 55例の第 5 腰椎分離症か らな る
SpO ndylolysis群くL Y瓢 ， 59例の 明ら か な 神経根症状 を有する 患者か ら なる sciatica 群くS 珊 の 4 群に
分類 し用 い た ． こ れ ら 4群の 腰仙椎立位側面X線像が ， 著者の 考案 した椎体後緑 に よ る前攣度計測法 を含
む 5種類の 前攣度 の 計測に 用 い られ たt 著者の 前攣度計測法は， 椎体 の 加令変化 の影響が より少な く， 腰
仙部前攣度の 計測法 と して よ り簡便 な方法で あ り， 最適で ある こと が統計的に認 められ た
． な お腰椎前攣
度 く上位腰椎か ら第 5腰椎 に お け る前攣劇 及 び腰仙椎前攣度 く上位腰椎か ら第 1 仙椎に おけ る前攣齢
の 2種類 に つ い て計測 し検討 した結果， 腰仙椎前攣度の方が ， 男女共に C群と他の 3疾患群の 間の 有意差
をよ り 明確 に 示 す こと が分 っ た ． 腰仙椎前鸞度 に お い て， 男女差は なく ， S群が 最小値 を示 し， L群 また は
L Y群が貴大値 を示 し， C群が こ れ ら の 中間値 を示 した．
Key w o rds lordo sis， lumbos acr alregio n， low ba ck pain， S Ciatic a．
腰痛疾患 は， 人 類の 直立 姿勢に 起因す る と こ ろが大
きい と考え られ， 姿勢の 良否， 腰仙部の 生理 的攣曲，
骨盤の傾斜な どに 関す る研究が これ ま で 数多く報告さ
れて い る ． 腰仙部前攣度 の 計測法 と して は， 津山らりの
体表面 で 計測 す る方 法な どい く つ か の 方法が ある が，
最も確実に 脊椎骨の 攣曲を示 す X線学的研究 は比 較的
少ない
． 椎体の 上 線ま た は下線が なす 角くCob b 法うに
よる 前攣度 を用 い て， 土 屋2Iは椎間板 ヘ ル ニ ア ， 古府
ら3りま脊椎分離す べ り症 に つ い て， To rge rs o nら4J， 古
沢ら引は， 腰痛疾患群 に つ い て の 計測 を行 っ た ． ま た椎
間板前方開角に よ る前鸞度 を用 い て ， 内西6Iは 正 常群
と各種腰痛疾患群の 計測を行 っ て い る
．
更に 椎体前線
角に よる 前攣度 を用 い て， Sulliv a nら71は健 康正 常人
に つ い て計測 を行 い 報告し て い る
．
一 方 ， 腰仙部前攣
度の 計測部位と して， 第1 腰椎か ら第5 腰椎71， 第 1腰
椎か ら第1 仙椎2籾 ， 第 2腰 椎か ら第 1仙椎釘， 第 3腰 椎
から第 1仙椎4期 な どが 用 い られ て い る
．
こ の よう に 腰
仙郡前攣度の X線学的計測方法は多種 に 及 び， ま た，
腰痛疾患との 因果関係 を究明 して い る報告は少 なく，
腰仙部前鸞度の 臨床的意義 に 関 して は， 未だ不 明 な点
が多い とい え る
．
そ こ で著者は， 従来よ り用 い られ て い る腰仙部前攣
度の計測法と， 椎体の 変形に 伴う前攣度計測の誤差を
少な くす る目的で 考案した独自の 計測法と を比較検討
する と とも に ， 更に 著者の 計測法を使用 した腰仙部前
攣度と各種腰痛疾患の 関係に つ い て検討を行 っ た ． X
線学的計測法と して， 腰仙部前鸞度とと も に ， こ れ と
密接な関係 に あ り， 従来よ り用 い られ てい る仙椎傾斜
角， 腰仙角， 仙肝角 を同時に 計測 し， 更 に その 他の 腰
仙部攣曲に 関す る数量的観測 を行 っ た ． 以上 の 計測値





被検者は， 生 活環境 や加令的変化な どに よ る姿勢変
化 が 比 較的少 な い と 考 え られ る 成人 若年者 く16才
へ 39才コ に 限定 し， 健康正 常人 58例く男性29例， 女
性29例プおよ び腰痛， 坐骨神経痛 を主 訴とす る腰痛疾
患々 者174例の 計232例で ある． 移行惟， 側鸞症， そ
Abbr eviations こC， C O ntr O13 L， 1u mbagoiL Y， SpOndylolysisニS， S Ciatic aニ U L V， upper
lumbar vertebr a．
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Table l． T hefo u rgr o ups ofsubje cts studied
Gr o up Sex 慧霊三 Av e ra註謁くr a ngeI
Co ntr ol
M 29 20．5 く18一 旬30I
F 29 20．2 く18へ ノ30ン
Lu mbago
M 30 22．5 く16へ ノ29フ
F 30 21．9 く16ヘ ノ291
Spo ndyIolysis
M 30 26．0 く16ノ ー 38う
F 25 29．5く16へ ノ39う
Sciatica
M 30 24 ．3く17ノ ー 351
F 29 29．1く17へ 381
Contr olこ Healthy yo umg adults who hadn ohisto ryof lo wbackpain o rs ciatic a．Lu mbagoこ
Patients who had lo wba ck pain witho ut a po sitiv e r e a ctio nto the str aight leg raising
test． Spondylolysis こPatie nts with L5spo ndylolysisくin clud ing L 5spo ndylolytic spo ndylo－
1isthe sis gr oTPed into gr ade－I of Meyerding
，
s cla ssi丘c atio nン． Sciatic a こPatie nts who had
lo wba ck paln a ndsciatic a with a po sitiv e r e a ctio nto the str aightleg r aising test． Pa－
tie nts within thre e w e eks afte rthe o n s et of lo wba ck pa ln O r SCiatic a w e re e x cluded
fr o mthe s ub5ects．
の他各種疾患 く炎症性， 腫瘍性， 血 管性， 外傷性， 骨
系統性な どう を合併 して い る も の は除外 した．
被検者は ， 次の 4群に 分類 さ れ た．
c o ntr ol群 くC群l ． － … ・ 過去 お よ び現在に お い て， 全
く， 腰痛， 坐骨神経痛 を認 め な い 健康正常 人， 男性 29
例 く平均年令20．5才， 18才 へ 30才う， 女性 29例 く平
均年令 20．2才， 18へ ■30才1 か らな る．
1u mbago 群 くL 群卜 ． 川 ．腰痛 を主訴 と し， 既往歴お
よび現病歴 に お い て， 神経根症状を認め ない 患者， 男
性 30例く平均年令 22．5才， 16才 旬 29才I， 女性 30例
く平均年令 21．9才， 16〆 － 29才う か ら な る．
spo ndylolysis群 くL Y群卜 … ‥ 第 5腰椎分離症お よ
ぴ M eye rding法 I度以内の第 5腰椎分離 す べ り 症，
男性 30例く平均年令 26．0才， 16旬 38才I， 女性 25例
く平均年令29．5才， 16ノ ー 39才う か ら な る．
s ciatic a群 くS 群l … … 明 らか な神経根症状く下肢伸
展挙上 テ ス トの陽性所見1が認 め ら れ る患者， 男性 30
例 く平均年令24．3才， 17才 旬 35才I， 女性 29例 く平
均年令 29．1才， 17才 旬 38才フ か ら な る．
以 上 の 疾患群くL群， L Y群， S 群lに お い て ， 腰痛，
坐骨神経痛の 発症後 3週以内の 急性期に あ ると 考え ら
れ る症例 は除外 した く表 1う．
I工． X線撮影方法
腰仙椎立位側面X線像 の 撮影 に は， 床面 に 垂 直に 設
置さ れた フイ ル ム 支持架台を使用 し， X線 フ イ ル ム 下
線が水平と な るよう に， フ イ ル ム カ セ ッ トを装着 した．
ま た， 被検者 は両上肢を前胸部で組む立位中間位安楽
姿勢 をと り， 管球 と フイ ル ム 間の 距離 を 1m と し， 第
Fig． 1． M ethods of m ea su r e m ent ofthe degree of
lu mba rlo rdo sis． く1I T he angle betw e enthe
s uperior bo rder of the up perlu mba r v e rtebra
くU L VJa ndthe inferiorbo rde r of L5くm ethod of
Cobbl． く21Sum ofe a ch dis c a ngle ofthe r egio n
rangingfro mU L Vto L5． Dis c a ngleisthe angle
betw e e ntheinfe rio rbo rde r ofthe up pervertebr a
a nd the superio rbo rde r of the lo w e rv ertebra．
く31 T he a ngle betw e enthe anterio rborde rs of
U L Va nd L5． く41 T he a ngle betw e e nthe pos
．
te riorborder s of U L Va nd L 5． く51T he r atiol L
Lニ T helength ofthe str aightlin edr a w nbetw ee n
thetw o m edia n s ofthe po sterio rbo rde rs of U L V
a nd L 5． 1こ M a xim u m de viation fr o m the
Str aightlin eくLン．
腰仙部前攣に 関す るX線学的研究
3 と第 4腰 椎々 間を 中心 に て撮影 を行 っ た ．
H L 計測 方法 お よ び検 査項 目
1 ． 腰椎前攣度
腰椎前攣度は， 従来よ り用 い られ て い る 3種類 の 計
測法と， 著者が新 た に 考案 した 2種類の 計測法に つ い
て計測 し， 検討を行 っ た く図 1う．
従来よ り用 い られ て い る計測法
川 上位腰椎々 体上 線と第 5腰椎々体 下線の な す角
くCobb法I．






■ト Iれrl■ et 10 n Polnt
Fig．2， M ethod of selection ofthe up per lu mba r
Ve rtebr aくU L Vl． Ifthe reis く1J， S ele ct Ll fo r
U L V． Ifthe r eisく2l， Select L2 fo rU L V．
0 2 0 1 0 6 0 80 180
dくd中gr書 中 ■，
Fig．3． The c or T elatio nbetw e e nthe a ngleくala nd
the r atio く1ノLJc o nc eming the degr e e of lu mba r
lo rdo sis． Dots a r e c alc ulated fr o mthe for mula
Of lL こ 1ノ2くc o se ca12NC Ota121．
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く31 上位腰椎と第 5腰椎の 各椎体前縁の なす 角 く腰
椎各椎体前席の な す角の 総和 に 等しい1．
著者が 新た に 考案 した計測法
刷 上位腰椎と第 5腰椎の 各椎体後緑の なす 角．
刷 上位腰椎と第 5腰椎の 各椎体後繚中点 を結 ぶ 弦
に ， 弧の 頂点よ り垂 線を下し， その 垂線の長さ と弦の
長さ の 比 ．
上位腰椎は変曲点 に より決定し， 第1か ら第3腰椎
のい ずれ か を用 い た く図2う．
腰椎々 体が長方形で あ り， 腰椎の攣曲が円弧を描く
と仮定す る な らば， こ れ ら5種類の 腰椎前攣度 の計測
法 は， 近似的に 完全相関 を示す こ とがわ か っ た ． 即ち
捌馴3掴め計測法で は， 各計測 角度は等 しくな り， ま
たく1く2Iく3X4Iと制の 計測法の 間に は1ノLニ 1ノ2くc o s e c ぽノ
2 － C Otぽノ2うなる 関係式が成立 し， 0
．
く ぼ く90 で は， lノ
L とぽ は相関係数 0．999の 直線的な相関を示 した く図
3う．
以上の 5種類の各計測法の 間の 相関係数 を求め， 検
討 を行っ た ．
2 ． 腰仙椎前攣度
著者の 考案した計測法刷に 準ずる腰仙椎前攣度 く第
1 腰椎か ら 第1仙椎 に お ける前攣度1 を用 い て計測 し
た く図り ．
Fig．4． Method of m e a sur
－
e m e nt Ofthe degre e of
lu mbo s a c ral lo rdo sis． T he degre e of lum bo －
S a Cr al lo rdo sisis e xpre ss ed a sthe a ngle betw e en




仙椎傾斜角は， 第 1仙椎々 体上 線と 水平線が な す 角
く図5 －く11フ．
4 ． 腰 仙 角
第 5腰椎 と第 1仙椎の 各椎体骨軸が な す 角 く図 5 －
く21I．
5 ． 仙 押 角
第 5腰椎 と第 1仙椎の各椎体前縁 の な す 角 く図 5 －
ほ1ン．
6 ． 腰仙部前攣の頂点
第 1腰椎後上角か ら第 1仙椎後下角の 椎体後緑の 描
く弧と弦 に お い て ， 弧 と弦の 最大距離 を頂点と し， 第
1 仙椎々 体後下角か ら 弦 上 の頂点 まで の 長 さ と弦の
長さ の 比と して表示 した く図 61．
7 ． Lurnba rindex
La u re nt ら81の 方法に 従 っ て， 腰椎々 体 の 後経 と 前
縁の 長さの 比く％Iで表示 した ． 100く％1 以 上 の もの を楔
状椎， 100く％1以下の も の を逆楔状椎と した く図61．
Fig． 5． M ethods of m e a sure m ent in the lu mbo －
S a C ralr egio n． くリ T he a ngle ofs a cr al in clin atio n
isthe a nglebetw e enthe s upe rio rbo rde r of Sla nd
theho riz o ntal． く2IT helu mbo s a c ral angleisthe
a nglebetw e enthelo ngitudin ala x e s of L5a nd Sl．
く31 The pro m ontory angle is the a ngle betw e en
the a nte riorborders ofL5 and Sl．
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8 ． 各腰椎傾斜角
各腰椎々体 上緑 と水平線の なす 角と した く但し， 前
方傾斜角をく＋1， 後方 傾斜角をト1 と す るH 図7 － 用
へ ノく引う．
9 ． 第 12胸椎お よ び第 3腰椎の 偏位角
第 12胸椎 お よ び第 3腰椎の 各椎体下僚中点と第1
仙椎 々 体上線中点を結 ぶ 各直線が鉛直線 と なす角とし
た く但 し， 前方偏位角 をく＋1， 後方偏位角を仁1 とす
るI く図7－く6さく7け．
10． 肥 満 度
肥 満度 は， 次の 式 よ り算出した ．
亡身長くc m ト 100コXO．9ニ 標準体重くkgう
肥満度 二 仁体 重くkglノ標準体重くkgう ー 1コXlOOく％う
以上 の 計測結果 の 統計処理 に お い て ， 各群間の平均
Apoズ ー づ－
Fig． 6． M ethods ofm e as urem e ntofthe ape x ofthe
lu mbo sa cr al cu rv e a nd the lu mba rinde x． T he
ape x of lo rdo sis of lu mbo s a c r alr egio nis expre ss，
ed a s ape r c entage determin ed by di vi ding lin e
O C by lin e B C． B Cこ T he str aight lin edr aw n
betw e en the tw o e nds of the c u r v e of the
lu mbo sa cr al regio n． AOこ M axim u m deviatio n
fr o mlin eB C． Lin eA Operpe ndic ula rtolin eB C．
T he lu mba rinde xis e xpr es sed a s ape rc e ntage
determin ed bydividingtheheightofthepo sterio r
borderく1in ebIbytheheight of its a nte riorborder
く1ine alof e ach lu mbar vertebr a．
腰仙部前攣 に 関す るX線学的研究
Plu tb lln ■
Fig． 7． Methods of m e a su re m e nt in the lu mbo －
Sa C ralregio n． り 句 く51Ea ch lu mba rincl inatio nis
expre ss ed a s the a ngle betw ee nthe s uperio r
borde rofe a ch lu mba r v e rtebra a ndtheho riz o nt．
al． く6J De viatio n of T h12 is e xpr es sed a sthe
a ngle X O Z． く7IDeviatio n of L3 is e xpr es sed a s
the a ngle Y O Z－ X O二 T he str aight line dra w rl
betw e enthetw o media n s oftheinfe riorbo rder 。f
Th12a nd the supe rior bo rde r of Sl． YO二 T he
Straightlin edr a w nbetw e e nthe tw o m edia n sof
theinfe rio rbo rde r of L3a ndthe superio rbo rde r
Of Sl
． Z O二 Plu mb lin e．
値の比 較 に は， 計測値 の 傾向を知る目的で ， 有意水準
を10％以 下と した ．
成 績
工， 腰 椎前攣度計測 法 の 検討
図1 に 示 す腰椎前攣度計測法く1炒 らく5 姥 用い て， 全
対象を計測し次の よ う な平均値が得られ た． 計測 法川
で は38．9
0
， 計測法く2け は 34．0
0
， 計測法く3け は 35．lO ，
計測法く4け は 31．3
日
， 計測 法制 で は0．074 であ っ た
．
こ
れらの 計測 結果よ りく11ほjの 計測法で は， 椎体 の 楔状変
形の 影響が み られ ， ほ肋 計測法 で は， 椎体前縁で の 骨
棟形成 に よ る影響 を受 け て い る の が 認め られ た
． 仰 の
計測法 で は ， 椎体後緑 で の 骨梯形成に よ る影響が比 較
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ControI Lu mbago SpondyLo－ Sciatic a
lysis
Fig．8－ T he degre e of lu mba rlo rdosis． Clo s ed
Cir cles
， m e a n Valu efor m alesニ Ope n ed circles，
m e a n v alu efo rfe m ale sニ Ve rtic al ba r s， S D．
象．
カく0．05乙塔 C O ntrOl，
的軽度 で あ っ た ． 以 上 の影響が 最も少ない と考 えられ
るく別の 計測法 を基準と し， 計測法く1X2X3X41の 各計測値
と計測法く51の 計測値の 間の相関係数を求め ると， く1ほ
く5澗 で は 0－810くpく0．01h く2ほく引で は 0．416くpく
0－01う， ほIとく5け は 0．794くpく0．01う， 刷 と 制 で は
0．細1 くpく0． 抽 で あっ た ． 刷 とく引の間で最も高い 相
関が み られ， 更 に 他の 相関係数と比較 し有意差 くpく
0．05J が 認め られ た． 以上 の 結果よ り， く1トく5め計測
法の 申で ， よ り簡便で， よ り誤差が少な い と考 えら れ
るく4フの計測法 く各椎体後緑の なす角 に よる 前攣度計測
法フ を選択し用 い た．
工王
． 対象各群 に お け る 各種 の 腰 仙 部前軌 こ関す る 計
測 お よ ぴ その 比較
1 ． 腰椎前攣度
計測法く41 く上位腰椎と第 5腰椎の 各椎体後緑の な す












く最大 460 ， 最
小 13
0
ユ， L Y群 33．3
白
土8．0
















大560 ， 最 小 23
D













， 最小 9り であ っ た
．
男女 別に ，C 群と各疾患群の 平均値を比較す る と， 男
性 で は C 群と L Y群の 間 で， 女 性で は C群 と L 群の
間で ， 各々 有意差が あり ， その 他 で は有意差 はみ られ
なか っ た
． しか し， 男女と も に C 群に 比 べ て， L 群お
よび L Y群で前攣度の 増加傾向が あり， S群 で 減少傾
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向が 認め られ た． また ， 各群別 に 男女間の 平 均値 を比
較す る と， L群で の み有意 くpく0．1つ の 男女差が み ら
れた く図81．
2 ． 腰仙椎前攣度 く図 4ン
上 位腰椎 と第1仙椎の 各椎体後緑の な す 角で表わ す













， 最小 51り， L Y
群 68．1D 士9．4－ く最大96
0

































う で あ っ た ．
男女別に ， C 群と各疾患群 の 比較 をす ると， 男女 とも
に C群 とす べ て の疾患群 と の間 に 有意差 を認 めた ． 即
ち， 男女と も に ， S 群が最小 値 を示 し， L 群ま た は L Y
群が最大値 を示 し， C群 が これ らの 中間値 を示 す と い
う結果が， 有意差 をも っ て認 め られ た． また ， 男女間
の 比較 を す る と， す べ て有意 な 男女差 は認 め ら れ な
か っ た く図 9う．
3 ． 仙椎傾斜角











， 最小 28つ， L Y




















































Co ntroI Lu mbago Spo ndylo － Sciatic a
lysis
Fig． 9． T hedegre e oflu mbo s ac ral lo rdo sis． Clo s
－
ed circles， m e a n V alu efor
－
m ale si Ope n ed cir cle s，













， 最小 20りで あっ た
．
男女別 に ， C群 と各疾患群 の 比 較を す る と， 男性のC
群 と S 群の 間 を除 い て， C群 と他の 各疾患群の 間に有
意差 を認め， 男女と も に ， S 瓢 C群， L 瓢 L Y群の
順 に ， 仙椎傾斜角の増加傾向が認 め られ た ． ま た， 仙
椎傾斜角の 有意な男女差 は認め られ な か っ たく図抑 ．
4 ． 腰 仙 角







ン， L 群139－20 士4．78 く最大 148
0
， 最小 129り，




く最 大 15 3
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う で あ っ た ．
男女別 に ， C 群と各疾患群 の 比 較を す る と， 男性で
は， C群 と L Y群の 間で ， 女 性 で は ， C群 と L 群の 問
で 各々 有意差 を認 める の み で あ り ， 男女と も に， C群と
各疾患群の 間で 有意差が乏 しか っ た ． 男 女 間の 比較で
は ， L Y群 で の み有意くpく0． いの 男 女差が み られ たく図
11フ．
5 ． 仙 月甲 角
































， 最小 118つ， L 群 131．6q 士7．5こ
Co ntroI Lu mbago Spo ndylo － Sciatic a
lysis
Fig．10． T he a ngle of s a c ral in clinatio n． Clos ed
Cir cle s， m e a n V alu efo r m ale si Ope n ed circles，







P く0．01us c o ntrol．
腰 仙部前攣に 関す る X線学的研究
億 大148
0
， 最 小 117
d

















0フ で あ っ た ．
男女別に ， C 群と各疾患群の 比 較を す ると ， 男性の C
群と LY 群 の 間 で の み有意差が あ り， ま た仙押角の 有
意な男女差 はみ ら れ なか っ た く図12う．
腰仙部前鸞 に 関す る以 上 の各種計測法の 結果 より，
腰仙椎前攣度お よ び仙椎傾斜角 は， 他の 計測法に 比 べ
て ，C群と各疾患群 の 間の 有意差を最 も明確 に 示 した．
Co ntroI Lu mbago Spondylo － Sciatic a
l咋is
Fig1 1． T he lu mbo s a c r al ngle． Clos ed circle s，
m e a n v alu e fo r malesニ OPe n ed cir cle s， m e a n




カく0．05ぴざ C O ntrOl．
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故 に 以後は ， 腰仙椎前攣度計測法 を腰仙部の 前攣の 基
準計測法と し て 用 い た く表 2I．
II 一 腰 仙部前攣 に関す る 各種 計測 法の 相関 く表 3コ
腰仙椎前鸞度 は仙椎傾斜角と の間で， 腰仙角お よび
仙押角に 比 べ て， 有意くpく0．01に 高い 相関 を示 した ．
また腰椎前攣度 は仙椎傾斜角との 間に 有意の相関 を認









































Co ntroI Lu mbago Spo ndyb － Sciatic a
lysis
Fig． 12． T he prom o nto ry a ngle ． Clo s ed cir cle s，
m e a n valu e fo r m ale sニ OPen ed circles， m e a n
V alu efo rfe m alesニ V e rtic al ba rs， S D．
叫
Pく0．05
us c o ntr ol．
Table 2． Co mpa ris o n ofv a rio u s m ethods of me as u re m e nt us ed inlo rdo sis ofthelu mbo sa cralr egio n
Degl諾孟慧mba r 慧 7三悪賢
一 An藍．藍器al Lu霊蒜Cr al Pr芸宗O ry
M ale Fe m ale M ale Fem ale M ale Fe m ale Male Fe m ale Male Fe m ale
Contr o1 28．9 31．2 60．1 58．5








33．6 68．1 榊 63
．9
＋




36．2 35．7 141 144 134 135









1 42 130．． 133
34．8 32．3韓 14 2 14 4 132 133






pく0．01 z膚 C O ntr Ol．
Table 3． Co rr elatio n c o e丘icie ntbetw e e nlu mbosa cral lo rdo sis o rlu mba rlo rdosis a nds a cr alin clination，
1u mbo s a cr al ngle o rpr o m o ntory angle
。Tぎ芸聖書r in忠言だ。 Lu豊吉C ral Pr o謡 O ry
Lu mbo sa cr allordo sis
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を示 さ な か っ た
．
IV． 腰仙 部前轡の 頂 点 く表 4コ
各群間で大き な差 はみ ら れず ， 第 4腰椎々 体の 上線
か ら下線の 範囲内に その 大 部分が存在 して い た． しか
し腰仙部前鸞の 頂点 は， 男性の L Y群 に お い て ，C 群に
比べ 有意に 尾側 へ 移動 を示 し， 更 に腰 仙椎前攣度と，
有意 の相関くrニ ニニ ー 0ー．281， pく0．0い を示 した． つ まり
腰仙部前攣の頂点は前攣度 の 増加 と とも に 尾側 へ ， そ
の 減少 とと も に 頭側 へ 各々 移動傾向 を示 した．
V ． 腰仙推前野度と身長， 肥 満度 と の 関係
C群の 男性 29例お よび 女性 29例 に つ い て， 腰仙椎
前攣度 と身長， 肥滴度 との 相関を求 めた ． 身長 と腰仙
椎前攣度の相関 は， 男性で は r ニ ー 0．030で あ り， 女性
で は r こ0．096で い ずれ も有意で なく ， 肥満度 と腰仙椎
前鸞度 の相関は， 男性で は rニ ー 0．014 で あ り， 女性 で
は r ニ 0．258で 同様に い ずれ も有意の 相関 が認 め ら れ
なか っ た ．
Table 4． T he ape x of lo rdo sis ofthelurnbosa cr al
regionく％1
Gr o up Male Fe m ale
Contro1 36．9士3．4 36．6士4．7
Lu mbago 36．0士4．1 36．1士4，2
Spo ndyloIYSis 31．9士4 ．1
輌
36．3士4．3
Sciatic a 36．1士4．2 38． 士6．7
榊
pく0．01us c o ntr ol． Valu e s are expres sedin
m e a n士S D．
村
VI． そ の 他 の 腰仙 部 に 関 す る X線学的計測
1 ． Lumba rinde xく表51
男女と も に L Y群 で の 第 5腰 椎の 逆楔状化 の増加が
特徴的 で あ っ た ． 楔状化 か ら逆楔状化 へ の 移行部は，
男性 で は第3腰椎と第4 腰椎の 間に あ るの に 対して ，
女性 で は第3腰椎部に み られ た ． ま た楔状化は第1腰
椎で， 逆楔状化 は第 5腰椎 で 各々 最も著明 で あ っ た
．
2 ． 各腰椎傾斜角 く表6う
男女 とも に ， 前鸞度の 増加 して い る L 群，LY 群で は
第1 お よ び第 2腰椎 で 後方傾斜角が有意 に 増加し， 前
鸞度の 減少 し て い る S 群 で は 第 5腰椎 で 前方傾斜が
有意 に減少 して い た． 第 4腰椎 に お い て ， 男女と もに
各群間の 差が 最も 少 なく ， 平均値 2．80 へ 5．5ひ の 極く軽
度の 前方傾斜角が み られ た． ま た男女の す べ て の 群に
おい て ， 前方か ら後方へ の 傾斜角の 移行は， 第3 － 4
腰椎々 間に あ り， こ の 椎 間板が水平線 に最も接して い
るの が 認め られ た．
3 ． 第 12胸椎お よ び第 3腰椎の 偏位角 く表7う
第 12胸椎偏位角は ， 女性の C 群と L 群の 間で の み
有意差が あ り， 男女と も に 各群に お い て ほ ぼ同様の後
方偏位く平均値－3．70 旬 － 6．5Qう を示 し てい た． また腰
仙椎前攣度と有意の 相関を示 さ な か っ た ．
第 3腰椎偏位角 は， 男女 とも に S 群 に お い ての み有
意な前方偏位 の 減少 を示 し， また腰仙椎前鸞度とは低
い 正 の 相関 くr ニ 0．258， pく0．0い を示 した ．
考 察
人 類 は， 四 足動物 と異な り， 直立二 足歩行を保持す
Table 5． T helu mba rinde xfo r e a chlu mba r v ertebraく％ン
く1J Male
Gr o up L I L 2 L 3 L 4 L 5
Co ntrol lll．9士7．3 104 ．4士5 ．2
Lu mbago l13．7士7．2 105．6士4．3
Spo ndylolysis lll．6士6．5 1 07．1士4 ．8
梱
Sciatica llO．7士5 ，4 106．7士6．1
101 ．9士4．8 98．4士4 ．8
102． 士4．9 99．3士4 ．7








く21 Fe m ale
Gr o up L I L 2 L 3 L 4 L 5
Control lO5．7士4 ．0 102．1士4 ．5
Lu mbago l O8．0士5．7
蠣 103．0士5．2
Spondylolysis l O7． 7士5．0 103．7士3．5
Sciatic a l O5．7士5．5 102 ．6士6．1
97．4士4．7 93．5士4 ．5 8 5．5士5 ．4














pく0．01ys c o ntrol． Valu es are expre s sedin mea n士SD．
腰 仙部前攣に 関す るX線学的研究
Table6－ The a ngle of in clin atio nfor e a ch lu mba rvertebr aくdegre e sl
tl Male
Gr oup L I L 2
Co ntr ol －9．9士4．8 山8．8士4 ．4
Lu mbago －12．8士5 ．5粕 －11．3士4．7 榊
Spondylolysis －13．7士4 ．7 榊 － 11．7 士4
．
1輌
Sciatic a Ll l．7士4．3 －10． 1士4．7
く2J Fe m ale
Gr o up LI L 2
Co ntrol －11．3士4 ．1 －10．0士4．4
Lu mbago －15．4士5．O榊 －14．7士4 ．1 梱
Spo ndylolysis w15．9士4 ．9舶 － 13．8士5 ．9榊
Sciatic a －12．2士5 ．6 Ll O．7士5．2














L 3 L 4 L 5
－ 5．4 士5，1 4
．3士5．7 18，5士5．9








榊 く0．05， 榊 pくOtOlus c o ntr ol． Valu es a re e xpr esedin m e a n士S D．
Table 7． T he a ngle of de viatio n of T h12 a nd L 3tdegr e esナ
Fe male Male Fe male
Co ntroI T4．3士4－1 嶋3．7士3．9 7．8士5．9 9．1 士5．7
Lu mbago 椚5 －1士4 －4 － 6－5士4－0 糾 8．1士6．5 8．4 士6．O
Spo ndylolysis －5 ■2士4 ．4 －5 ．7士6．0 9．9士6．7 1O．4士7．5




pく0．05 us c o ntr ol－ Valu es are e xpr es sedin m e a n士S D．
るため に ， その 静的脊椎 は 3つ の 生理 的攣曲を有 し，
その 1 つ で ある腰仙椎の 前鸞郡 に お い て 上 半身の 荷重
を支えて い る ． そ れ故， こ れ まで も腰痛疾患に お ける
腰仙部の 前攣， 骨盤の 前傾な どに つ い て ， 諸家 に よ り
論じられ て き た
． しか し， 具体的デ ー タ に 基づ い た こ
れらの 研究は少な く， そ の 計測結果及 び 臨床的意義に
お い て ， 未だ 多く の 相違が 認めら れ る
．
こ の よう な 相
違を生ず る原 因 と し て ， 対象及 び計測法の 選択が考え
られる
． 著者 は今 回 こ れ ら の 問題点 を検討し， 更 に腰
仙部前鸞の 臨床的意義に つ い て考察 を加 えた
．
工
． 対象 に つ い て
腰仙部の 前攣度 を X線学的に 計測 す る た め に は， そ
の対象を 一 定年令 に 制限す る必 要が あ る ． 即 ち成長期
およ び高年令期は除き ， 若年成人 を対象と し た． と く
に脊椎骨 の 加令変化と して ， 第 1 に， 椎体 の 骨 梯形成
に代表され る 変形性変化 が あ り， Natha n9ナに よる と，
20才代の 大部分 に 椎体の 骨梯形成 を認め ，40才以後 に
お い て その 程度がさ ら に凛度化する と して い る ． 第 2
に ， 骨粗程的変化が あ り， こ れ は閉経後の 女性が大部
分 を占め， 男性 で は比 較的高令 で な い と み られ な い
．
ま た脊椎間関節の 加令変化 とし て， 第1 に ， 椎間板変
性が あり， こ れ は生理 的加令変化で ある髄核及 び緑推
輪の 含水量 の 低下 が関与し， 特に 線椎輪で は 20才代ま
で に 急速 な減少 を生 じる． 椎間板変性に 基 づく椎間板
ヘ ル ニ ア の 発 生 年令 は， 20才代か ら 30才代に ピ ー ク
が み ら れる
． 第2 に ， 椎間関節症 が あ り， 20 才代か ら
30才代に 初発 し，4 0才以後に お い て明 らか に 高頻度と
なる と い う報告が み ら れる1 0 ト 1 21
腰痛， 坐骨神礎痛 を生 ず る腰痛疾患の 主 な原因で あ
る腰 仙椎の 加令変化は， こ の よ う に 10才代後半 か ら
30才代に 初発 し，40才代以後 に お い て は大 部分 に 生じ
てい ると 考えら れ る． 故 に本研究で は， 腰仙椎の 成長
が ほ ぼ終了 し， その 加令変化が未だ初期状態に あり，
その 変化の 個体差が 生 じ， 腰 痛疾患の 初発期に ある と
264 野
考え られ る 16才か ら 39才 に対象年令 を限定 した ．
本研究の 対象を C 群くc o ntr ol群lの 他， 腰痛 を主 訴
と す る 疾患群 の 内， 特 徴 的 な 3 群 す な わ ち L 群
くIum bago 群1， L Y群 くspo ndylolysis 群1， S 群
くsciatica群1と して検討 した が， 腰痛， 坐骨神経痛の
急性期に おい て， 腰部ス パ ズム に よ る生理 的前攣 の 一
時的平坦化 を しばし ば観察 でき る の で， こ の よ う な急
性期の症例 を除外 し検討を行 っ た ．
工I ． 渡仙部 に お け る 各種計測 法 と そ の 結果 に つ い て
1 ． 椎体後藤 を用 い る前攣度計測法に つ い て
腰仙部前鸞魔の計測法と して， 従来よ り椎体上緑及
び下線の な す角くCobb法う， 各椎間板前方開角の 総和，
椎体前縁の な す角な どが 用い ら れて い る． し か し椎体
に は楔状変形く楔状化， 逆楔状化I， 骨錬形成 な どの 加
令変化が生ずる． 古沢ら5Iは楔 状変形が加令 と共に 増
加す るの を認め て お り， Natha n9Iは骨梯形成 を 20才
代の 大部分 に認 め， 椎体の 後縁よ り前縁 に お い て その
出現率が明 らか に 高い こ と を報告し て い る． 著者の 調
査 に お い て も， 椎体の楔状変形 お よ び骨棟形成が同様
に 認め られ ， こ れら の 誤差因子 の 影響が最も少な い 計
測法く4Iく5H 図1I に よ る前攣度計測法 を新た に 考案 し
た． と く に 椎体後緑の な す角 に よ る計測法く4栂 ， 成績
工で 述べ た ごと く， 従来の 計測法川く21く3如こ比 べ 加令変
化 の最も少 ないく5ほ 有意に 高 い 相関が認 め られ た ． さ
ら に 計測法く4Iは ， 臨床に 用 い て よ り簡便 で あ り， ま た
上位腰椎に お ける変曲点の決定が可能で あ り， 前攣度
の表示 に．お い て 最も有用 で ある と考 えら れ る．
2 ． 腰仙 部前攣度 の計測椎体 に つ い て
腰仙部前攣度 の計測部位に 関 して は， 従来よ り上位
椎体 と して 第 1， 第2， 第 3腰椎が 用 い ら れ， 下位椎
体と して第 5腰椎， 第1 仙椎が 用 い られ て い る． 著者
は上位椎体は前述の ごと く変曲点に よ り決定 した． 下
位椎体 と して， 第5腰椎 を用い た腰椎前鸞度と ， 第 1
仙椎を 用 い た腰仙椎前攣度の 2種類 に つ い て計 測し検
討 した ． その結 果， 腰仙椎前鸞度 く図9う は， 腰椎前
攣度く図 8ぅに 比 べ て ， C群 と各疾患群 の 間の有意差 を
よ り明確に 示 した ． 故に ， 前鸞度計測法と して 腰仙椎
前鸞魔の方が臨床的意義は大 き い と考え ら れ る．
3 ． そ の他腰仙部前攣に 関与 す る種々 の 計測の 臨床
的意義
仙椎傾斜角 に 関 して， Fe rgu s o n1 31は 42
0
を越 える と
ス トレ ス が 強く なり， 47
由
以 上 で は危険な 状態 に ある と
述べ ， 内西6Iは 43．5
9
ま で ほぼ安定で あ ると して い る ．
また ， Helle m sら 川 は ，20才か ら 30才代の 正常男性の
平均値 は41 であ る と報告 して い る． 著者 の計測 に お
い て は， L群 の平均値 は， 男性 39．9
．
， 女性 39．2 で あ り，
L Y群の平均値は， 男性 42．7
0
， 女性 41．3で あ っ た ． こ
れ ら の 値 は C群 の 平均値 く男性 36．2
0
， 女性 35． 門 に
比 べ い ず れ も有意に 大き い 値 を示 した ． しか し S群で
は男女共に 他の 群に 比 べ て最小値 を示 した ． また， 仙
椎傾斜角は腰仙椎前攣度 と比 較的高 い 有意の 相関を示
し， 臨床的に 応用 価値が高い こ と が判明 した．
腰仙角の 研究 は， こ れ ま で 数多く行わ れ て い る が，
腰痛疾患と の 関係 に つ い ての 報告は少 なく ， Robin so n
ら1封は 145
0
以 下で腰痛 を来 しや す い と して い る． しか
し， Br a vら
1 61
， 及11ら 川 は腰痛疾患と の 因果関係を認
め て い な い ． また ，仙肝 角 に つ い て は， 及 川ら1 71， 内西引，
白井 川 は共 に ， 健康正 常人 と腰痛疾患群 の 有意差 を認
め て い な い
． 著者の 計測 に お い ても ， 腰仙角， 仙肝角
共に C 群と各腰痛疾患群 の 間の 有意差 は乏 しく， その
臨床的意義 は少な い も の と考え る．
lu mba rinde x は， 脊椎す べ り症 に お ける第 5腰椎々
体の 楔状変形の 指標 と し て用 い られ て い る． 著者の 計
測 に お い て も， 男女共 に L Y群で有意 に 小さ い 値を示
し， 第5腰椎の 逆楔状化が特徴的に み られ た． また各
腰椎の 1u mba rinde x をみ る と， 上 位腰椎 で は棋状化，
下位腰椎で逆楔状化が み られ ， 腰仙部の 生 理 的攣曲に
よ る力学的影響が う か が われ た ．
Fe rgu so n
13l
， M es chan ら 刷 は第 3腰椎 々体 を通過
す る重 力線が第 1仙椎か ら遠 ざか る事で 不安定を生ず
る と述 べ て い る ． As m u s se nら201は正 常人 の 重力線は
第 4腰椎々体中心 か ら 前方 1 c m を 通過 す る と 報告
し， 山本2りは正 常群 に お い て ， 重力線 は第 12胸椎また
は第 1腰椎付近を横切 り， 第1 仙椎の 後方 に 下 りると
報告 して い る ． 著者 は第 1仙椎 に 対す る腰椎の 矢状面
で の 偏位 を知る 目的で ， 第 12胸椎及 び 第3腰椎の偏位
角 を計測 した ． 第 12胸椎偏位角は， C群 に 比 べ 腰痛疾
患群 に お い て後方偏位 の 増加傾向が み られ たが有意差
に 乏 しく， ま た 第3腰椎偏位角 は，S 群 に お い て の み 前
方偏位 の 減少が み られ た． 故 に 立 位 で の 腰椎 を通過す
る重 力線 と第 1仙椎の 力学的関係 に お ける 臨床的意義
は少な い も の と考 えら れ る．
m ． 腰仙部前攣の 臨床的意義
贋仙部前鸞 に 関す る X線学的計測の 臨床的意義に言
及 し た報告は少 ない ． Splithoff2 2Iは， 臥位 で の 仙椎傾
斜角を用 い て ，腰痛患者と腰痛の 既往 を もた な い 40才
以上 の 正 常群 に つ い て 比 較し， 有意差 を認 めて い な い ．
To rge rs o nら
4Iも， 臥位 で の 第 3腰椎 と第 1仙椎に お
ける前攣度くCobb法う を用 い て ， 腰痛症状群と無症状
群の 比 較を 行い 有意羞 を認め て い な い ． 一 方 ， 内西6I
は， 立 位 で の 椎間板前方開角に よ る 前鸞度 を用 い て健
康人 と各種腰痛疾患々者 に つ い て 検 討 し， 各種腰痛疾
患で 前鸞度の 増加傾向 を認め てい る ． 古沢 ら引 は， 立位
で の第 3腰椎と第 1仙椎 に お け る前攣度くCobb法うを
腰仙部前動こ関す るX線学的研究
用 い て， 20才代 か ら6 0才代の 男性 の み に つ い て 計測
を行い ， 無症状群 に 比 べ て， 腰痛群で前攣度の 軽度減
少を認め て い る ． 以 上 の よう に 腰仙部前鸞 に 関す る計
測結果 は報告者 に よ り異 な っ て い る ． この 原 因と して
前に も述 べ た よう に ， 対象く年令層， 腰痛疾患の 分類，
急性期の 腰部ス パ ズ ム な どう， X線撮影 体位， 計測法な
どに対す る考慮が不 十分な場合が多く， こ の よう な計
測結果 を生 じた と考 え られ る．
一 般に は， 腰仙部前攣の 増加は腰痛を来 しや す い と
考えられ て い る． また 仁 腰椎分 離症 に お い て， 前攣度
及 び仙椎傾斜角の 増加 が認め られ て い る23J24j． Caiト
1iet25Iは， 仙椎傾斜角の 増加が腰仙椎前鸞 を増強し， そ
れ によ っ て下位腰 椎々 間板でずれの ス トレ ス の 増加，
椎間関節画 へ の 圧 迫力の 増加， 椎間板の 後方 へ の 膨 隆，
椎間孔の 狭少に よ る神経根の 圧 迫な どが 生ずる と述 べ
てい る ． 今回 の 調査 で L 群， L Y群 に お い て ， 男女共に
腰仙椎前攣度及 び仙椎傾斜角の 増加 が有意 に 認 め ら
れ， この よ う な静的脊椎の 機能障害が作用 し， こ れ ら
の疾患群に 腰痛を生 じた と思 わ れ る
．
X線学的 に 椎間板変性が ある も の に ， 腰 仙部前鸞の
減少傾向を認め る報告が み られ る5ほ6I． 椎間板 ヘ ル ニ ア
の可能性が大き い 症例 か らな る S 群 に お い て も ， 腰仙
椎前攣度及 び仙椎傾斜角の 減少が認め られ た
． 椎間板
ヘ ル ニ アの 発生の 詳細 な メ カ ニ ズム に つ い ては未 だ明
らかで ない
．
Fa rfa nら2 7Iは， 腰仙部の 回旋 に よ る歪 み
を重要な因子 と考 え， この 回旋 は， 椎間関節に よ り制
限され てい るが ， 前攣の 減少に よ り椎問関節 は離関 し
て， 回旋制限が ゆ る め られ ， 過度の 回旋 が椎間板で生
じう る． ま た前鸞 の 減少 した腰仙部 で は ， そ の 腰仙椎
に加えられ た回旋力 を側屈 の モ ー メ ン トに 分散 しに く
く， よ り大き い 回旋力が そ の ま ま椎間板 に 加わ る こ と
も考えられ る2郎 ． また， Hutto nら291及 び Ada m sら3 0，
は， 検体 を用 い た実験 で ， 腰椎々 間板に 垂 直圧 力を加
えて， その 損傷変化を観察 して い る ． 椎 間板の 軽度前
屈位で の 圧迫 で は， 大部分 の 椎体は ， e nd－plate fr a c－
tureを生 じ， 髄核 の 後方 へ の 脱出は稀 で あ っ た
． しか
し， 過度の 前屈位で の 圧 迫で は， 後方 へ の 髄核 の 脱 出
が約半数に 生 じた ． つ ま り椎間板 ヘ ル ニ ア の 発生 に は ，
椎間板の 後方開角の 大 な る こ とが必 要 で あ る と考 えら
れる， 故に ， 椎間板前方開角く前攣劇 が よ り小 さ く，
仙椎傾斜角が よ り少な い 方が， 椎間板 ヘ ル ニ ア を生 じ
やすい と い える． 以 上 の よ うな メ カ ニ ズ ム が， 椎間板
の変性及 び髄核 の 後方脱出に お い て 作用 して い る と す
れば， 腰仙部前鸞度の 減少 は， 椎間板 ヘ ル ニ ア の 重 要
な発生因子 で あ る こ とが 示 唆され る
．
腰仙部の 生理 的前鸞は， 個人 の 内因的要素に ， 生 活
環境や加令変化 な どの 外因的要素が加わ っ て 形成さ れ
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たもの と考 えられ る
一 従来よ り姿勢分類が な され， 腰
仙部の 生割勺前攣に お い て 個体差が認め られ てい る
．
C群 の腰仙椎前攣度及 び仙椎傾斜角に お い て ， 男女共
に 最大値と最小値 の 間に 大き い 計測幅が認め られ， 将
来， こ の C 群の 中か ら， 腰仙椎前攣度及 び仙椎傾斜角
の増加 して い る もの は L 群 備 に LY 酢 へ ， 減少し




成人 若年者く16旬 39才， 男性 119軌 女性113 榔
を対象と して， 腰仙部前攣度の X線学的計測法 を比較
検討し， 更に種 々 の 腰仙部前掛こ関す る計測を行 い ，
その臨床的意義 を検討 した
． 対象を， 正 常健康人 か ら
なる c o ntr ol群くC葺削 ， 神経根症状の ない 腰痛患者か
ら なる1u mbago 群 くL群右 第5腰椎分離症か らな る
SpO ndylolysis 群くL Y君判， 明 らか な神経根症状 を有す
る患者から な る s ciatic a群くS君判の 4 群に 分類 し用 い
た． その 結果， 次の 結論 を得た．
1 ト腰仙部前攣度と して ， 従来よ り用 い られ て い る
計測法と著者が新 たに 考案した計測法を比較検討 した
結果 著者の考案 した椎体後縁の なす 角に よる 前鸞度
計測法は， 上位腰椎に お ける 変曲点の 決定が可能 で あ
り， 椎体の 加令変化 く楔状変形お よび骨梯形劇 の 影
響がよ り少な く， ま たよ り簡便な計測法で ある こ と が
判明 した
．
21 腰 仙部前攣度 に関 して ， 椎体の 後緑の なす 角に
よる腰椎前攣度 く上位腰椎か ら第 5 腰椎に お ける 前攣
劇 及 び腰仙椎前攣度 く上位腰椎か ら第1 仙椎 に お け
る前攣劇 の 2種類に つ い て検討 した結果， 腰仙椎前
攣度 の 方が， 男女共 に C群 と各疾患群の 間の 有意差 を
よ り明確 に 示 し た
．
31 腰仙部前攣 に関す る各種計測法を検討 した結果
iう仙椎傾斜角は， 男女共 に C群と 各疾患群の 間の
有意差をよ り明 確に 示 したが， 腰仙角， 仙肝角で は，
その 有意差が乏 し か っ た ． 腰仙椎前攣度及 び仙椎傾斜
角 に お い て ， 男女差は なく， S 群が 最小 値を示 し， L群
また は L Y群が 最大値 を示 し， C 群が これ らの 中間値
を示 した． ま た， 腰仙椎前攣度と仙椎傾斜角の 間に r こ
0■743くpく0 用1う の 相関が 認めら れ た．
iり 腰仙部前鸞 の 頂ノ責は， 前攣度の 増加と共に 尾 側
へ
， その 減少と共に 頭側 へ 各々 移動傾向を示 した
．
iiりC 群に お け る腰仙椎前鸞度と身鼠 肥満度と の 間
に は， 各々 有意の 相関は認 められ な か っ た ．
ivl 各群で の Iu mbarinde x に 関して は， 上位の腰
椎 はよ り大き い 値を， 下位の 腰椎はよ り小 さ い値 を示
した．
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vl 第3 ． 第4腰椎々 間板 は水平線 に 最も接 し て い
るの が 男女の 各群 で認 めら れた ．
Yり 第1仙椎 に 対す る腰椎の矢状面で の 偏位角は，
C 群と各疾患群の間で有意差 に 乏 しか っ た ．
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A bstract
T he pr e s e nt study w a sunde rtake n to dete r min e asuitable m ethod fo r m e asu r em ent oft he
degr e e of lo rdo sis of thelu mbosa cr al r egion in n o r m al nd abn o rm alくpathologicaり condition s．
Subje cts w e r eyo u ng adults aged 16－3 9yea rsくwith the m e a nage of2 4．2 ye ar sJ． T hey c o uld be
divi ded into fou rgroupsこ5 8n o rm al individualsくc o ntr olgro up， grOuP CJ， 6 0patie nts with lo w
ba ck pain witho ut a ny ro ot sign く1u mbago gro up， gr O uP LJ， 5 5patients with L 5spondylolysis
Cspo ndylolysis gr o up，gr O uP L YJ， and 5 9patients with distnct r o ot sign sくsciaticagro up， grOuP
Sl． Staindinglater al ro entge n ogra ms of thelu mbosa c ralspin e ofallgroups ofsubjects w e re u sed
as m ate rials for m easu r e m e nt by fiv ediffe r e nt m et hodsin clud ing o u r m ethod thatr epre s e nted
the degre eoflo rdosis by the a ngle betw e en thelines of t he po ste rio rbo rders of the v e rtebral
bodie s． S tatistic al an alys e sshow ed that t he data ob tain ed by o u r m et hod of m ea su rem e nt w as
lessinflu e n c ed by changesin t he v ertebral body withaging， a nd that the n e w n ethod w as co n－
V e nie nt a nd optim al fo r m e as u ring t he degre e of lo rdosis ofthelu mbo s a c ral r eg1 0 n． Further，
Whe nthe degr e e of lu mba rlo rdosisくthe degr e e of lo rdosis of the r egio nr a ngingfr o mthe up per
lu mba r v e rtebra to the L5Jand the degr e e oflu m bo sac ral lo rdo sisくthe degr e e oflo rdo sis of the
regio n ra nging fr o mthe up pe rlu mba r v e rtebr ato the Sり w e r edete r minedand studied，ther e w as
a m o resignific a nt diffe r e n c ein the degre eof lu mbo s a c r al lo rdosis tha nin thedegr e e of lu mba r
lo rdosis betw e e ngr o up C a nd t he othe rt hr e egro upsin bothm e n a nd w o m e n． T he r e w e re n o
diffe r e n c es， ho w e v e r， in the degre e of lu mbosa cr al lo rdo sis betw e en m e nand w o m e n． Gr o up S
Sho w ed t he minim u m ， a ndgro up L o rL Ysho w ed the m a xim u m valu es． Group C show ed a
degreeinter m ediate betw e en t he minim u min gro up S a nd the m a xim u min gr o up L o rL Y．
